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いろは市 お疲れ様でした

長屋門ギャラリー

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、十日町通りを
通行止めにしての歩行者天国やはたらく車の展示・体験など
のイベントを行えない状況の中、市民の皆さんから笑顔と元
気を取り戻していただきたいと思い、キッチンカーやスタン
プラリー抽選会等でのいろは市を実施しました。

山形県の助成金を活用し、例年いろは市で使用している暖簾とは
別に新たにミニ暖簾を４１店舗分作成しました。ロゴマークは、前
回作成した暖簾と同様のデザインになっています。色は、紺地（い
ろは市カラー）と生成りの２種類で、イベント時だけでなく日常も
使用できるようにしています。店舗の用途ごとにロゴマークが異な
りますので是非ご確認ください。また、店舗の方々は日常から暖簾
を掲げて城下町らしい雰囲気を作っていきましょう。

ミニ暖簾の作成について

Fil Bonheur 325
子供服等の販売

島津商店さんにてワイン販売 かみのやまテラス前で
のキッチンカー販売 紺地（いろは市カラー） 生成り

11月20日の山形新聞朝刊で
紹介していただきました

ロゴマークデザイン



十日町地区を花で色鮮やかに

１１月１７日（火）に少しでも地域が元気になるよう願いを
込めて景観向上を目的にした取組の一つである「花いっぱい運
動」を実施しました。明新館高校に協力していただき生育した
ビオラが地区内を彩っています。

④リリー鮨さんに暖簾と花苗を
配布した様子

①明新館高校で生育していた花苗 ②各店舗へ配布するための仕分け作業

⑤尾形写真店さんに飾られた花苗

二日町プラザの看板を景観配慮に

参考にしたガイドラインの内容は下記のとおりです。今後もガイド
ラインに沿った城下町らしい景観活動に取組んでいきましょう。

十日町地区景観ガイドラインの内容に沿った形で、景観配慮した看
板の設置を二日町プラザさんと各テナントさんにも協力していただき
ました。地区内の活動だけでなく周辺地区でも一体となった景観配慮
を推進していきましょう。

③各店舗へ配布するための仕分け作業

⑥棉屋さんに飾られた花苗と暖簾

周辺景観に配慮した看板 面が白色、縁取りが茶色で統一


